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AI＝アッシュインサート
CR＝燃焼管
RR＝還元管
CT＝水分トラップ
CW＝水分除去剤

CA＝二酸化炭素除去管
DV＝緩衝菅
TCD＝熱伝導度式検出器
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本情報は予告なく変更される場合があります

試料量 1gまで
サンプル分析数 最大100

分析時間 約5分/1測定

回収率 > 99.5 %

検出限界 He使用時 0.003 – 50 mg N 

オペレーション REAL-OS ウェブインターフェース

ガス ヘリウム(＞99.999%)
アルゴン(＞99.9999%)
酸素 (＞99.9999%)

IPクラス 20

電源 AC100-240V 50/60Hz 1400W Max.14A

外形寸法（WxDxH） mm 600 x 550 x 722 (クローズ時) 600 x 550 x 1200 (オープン時)

重量 約 109 kg
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燃焼法装置デュマサームリアライザーの特徴

デュマサームリアライザーはケルダール法で時間のかかる分解・蒸留工程を必要とせず、迅速で安全な測定を約束する
窒素/たんぱく質測定用分析装置です。本装置は本体・サンプラー等複数台のユニットに分かれることなく、コンパクト
設計で1台の装置から構成されます。さらに、最適化されたワークフローを持つ本装置は、強酸、強アルカリなどを使用
しないため、窒素/たんぱく質分析において特に安全であると考えられています。
また従来装置と比較して大容量のサンプルにも対応しています。

【新機能】

TSCツールフリーシーリングコンセプト
燃焼管、還元管の上下は新しい挟み込みの新技術で人的誤差を削減

オートサンプラー
100検体をワンタッチでセットが完了し本体はチルト機構を採用
更に通常レーンからの優先順位を設定することも可能

システム制御
日本語対応専用ソフト REAL-OS からの制御及びリアルタイムでタブレット、モバイルフォンから
のモニタリングも可能※同一ネットワークで可能

【測定データ】

前モデルから好評だったセットアップ/シャットダウンの素早さは継承しつつメンテナンスの簡素化
を追求しています。ツールフリーシーリングコンセプトや装置は360°回転することで消耗品の交換
も簡便になり更に省スペースでの設置も可能となりました。システム内は自動でモニタリングされて
おりガスリークチェックはセットアップ時に全システムをオートチェックします。

ログインユーザーごとに監査証跡
を記録することも可能

装置の動作状況画面では各種温度、
流量、圧力の確認に加え消耗品の
使用回数を簡単に確認することが
でき効率的な運用が可能

測定データは一例です。使用環境(方法)、試料、試料量、などにより異なります。
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